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日本藻類学会第 6回春季大会のお知らせ

日本藻類学会昭和57年度 (第 6回)春季大会を下た

の要領で開催します。藻禁iに倒係のあるあらゆる分!llT
の研究についての発よーを広く歓迎します。所属機関長

への出張要請等の文7;.などご入川のJj(主ご述憾なく大

会準備委員会まで宛先を明s包しておIjlj6み下さL、。

今回は日本昔話類学会台IJ立30周年にあたりますので記

念講演会やシンホジウム等も計闘しています。

(1)期 日 |昭和 157年3月 30 ~1 (火) ~4月 HI (イ..:)

(2)会 場 筑波大学(国鉄常・絡線土浦駅下車，

凶東鉄道ノ〈λ②祷より「筑波大rl'J-!:Jもしくは「尚エ

ネルギー研Jfrで筑波大中央下 'I~ (40分，料金 360ド])

または 荒川沖駅 下11(， 関東鉄道パス「筑波大中央」

行で終点下卓 (30分，料金 320門)，徒歩 3分。)

(3)研究発表 発表形式は口頭発表とj艮反発亥ーとし

ます。 口頭発表は Hi~題につき討論を含め15分を予定

しています。展示発表はu主題につき幅 180cm， I'::j 

さ90cm の展示仮を月]立します。展示l土原則として大

会期間中とします。 @A者はポスター官Iiでi)とめられた時

間に説明と質疑応答を行うことになります。

(4)参加申込み 講演の有力!~にかかわらず，大会に参

加を希望される方は， I可封の娠替用紙にておIjl込み卜

さい。参加賀は 2，000円です。懇説会(3月31日f支出

催)に出席希望の方はさらに会qJj2， 000円を添えてお

送り下さい。

(5)講演申込み 講演ご希望の方は，氏名(，1長岡の場

合l主演者に。印)，所属，題名，iJg旨 (A4400字詰原

稿用紙使用，題名共 600字以内)を添えて大会準備委

員会までお申込み下さい。

本大会では発表形式が 2通 りになっています。ご希

望の発表形式を， i口頭」あるいは「展示」と，要旨 i

枚目の原稿用紙の右上欄外に朱記して下さい。記入の

ない場合は大会本部でJ辰り分けさせていただきます。

(6)発 表 方 法 口頭発表の場合:図 ・友はすべて35

mmスライドに限ります。スライド枠には，下図のよ

うに講演者氏名，講演:話番号(後日お届けする大会フ

ログラムに記されているもの)， λ ライド総枚数， 映

写順序，上辺マークを。;己入して下さ L、。同一閃，表を

くり返し映写したい場合{i.，それに見合う枚数をダブ

らせてご用意下さい。

スライ ド総校数

映η)1瓜序
司圃圃園田園圃

15 3 
一一 黒〈塗りつぶす

(上辺マーク)

E 
仁コ仁二コ
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a
T

諮口
-
H4

4
伶議

民不発表ーの場合 .大会本総では 1主主題lこっき帳 180

cm， I~~:I さ 90 cm (市販の模造紙 2枚分の大きさ)の

展示板をJF!j立します。その他の展示用具は各自で準備

して下さい。ポスターの貼付には七ロハンテ ープまた

はマグネット鋲を使用して下さい(j百鋲は使用できま

せん)。デザインや展示Jj法は自由ですが， 上記の大

きさに合わせたポスターをIIIiもって作成し，ご持参下

さい。なおポ7，タ 一作成にあたっては以下の点にご留

立 F さい。 i ) 表;越はI~j さ 5cm 以上の大きさの文字

を佼lfIする， ii)説明文は高さ 1cm以上の文字を佼

)IJし，文1;1は必要最小限にとどめ，凶，表，写真等と

の対応が明瞭になるよう配慮する，iii)演者の氏名，

所属を明記し， ìt~者の顔写真(キャピネ判大)を貼付

するのが望ましい，ポスタ ーのJh~付は 3 月 30日午後 l

時よりとします。不明な魚は大会本部へお問L、合せ下

さい。

(7)宿 泊 案 内 下記の宿泊施設リストを参照し，各

自でお早めに直接申込んで下さい。

0筑波研修センタ一 新治部桜村妥木645

T E L 0298-51-5152 シングノレ苦2，400

〔妻木パλ停まで徒歩3分→大字中央までパスで約

10分〕

。ホテノレ ・サンノレート筑波 新治部桜村花室1145-1

T E L 0298-52-1151 シゾグノレ宝5，600，ツイン

苦10，400

(~!I 々社宅前パス停まで徒歩5分→大学rド央までパ

スで約15分〕。

Oトレモントホテノレ 新治郡後村天久保3-19-9

T E L 0298-51-8711 シングル1'6，400，ツイン



'f 11， 000 (9)申込先・要旨送り先

〔会場まで徒歩 1分〕 〒305茨城県新作1m;桜村天£台 lの lのl

なお「筑波研修センタ ー」の場合は 2月末日まで学 筑波大学生物科学:系|付 臼木部類学会春季大会iW

会員を泌先予約できるよう 配慮してあります。 備委員会

(8)大会参加申込み締切り 昭和57年 1J120円 振符 'j-:I'if¥'i;'; 0-2954 

定 ，:.5 0298司 53-4533またl主 211l

日本藻類学会30周年記念講演会のお知らせ

|ニ起の第 61豆l作季大会のお知らせにも t氾しましたように，本大会は日本部m学会filJ立30間年にあたりますの

で，これを記念して大会第 l日に F記の記念脱出会の1J11rmを予定しています。

日時 昭和57年3月30日(火)午後 211，'1'より

会 場 筑波大学大学会館ホーノレ

上記存季大会のお知らせの (2) 会場の項にお述 してあります~I東鉄;ûパ ス にて， 筑波大学大学会館 ~íj F車(筑

波大学中央の4つ手前の停留場)徒歩3分

演題と演者

[日本における藻類学研究の進歩]

自然史科学分野における部類研究の歩み 成瀬弘幸 (神戸大学名谷教段)

生理 ・生化学分野における務類研究の歩み 西襟一俊(東京教育大学名校教授)

水産科学分野における藻類研究の歩み 新的盛敏 (東京大学名誉教授)


